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この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

服部良男ガバナー公式訪問

刈谷・知立RC合同例会……

〈司会：知立RCプログラム委員長　宗　　　保〉

　12：28　　　ガバナー入場

　12：30	 １．点　鐘

	 ２．開会宣言

	 ３．「君が代」「奉仕の理想」斉唱

	 ４．ゲスト紹介

	 ５．歓迎の辞及び会長挨拶

	 　　食　事

	 ６．出席報告

	 ７．ニコニコボックス報告

	

　12：55	 ８．ガバナー紹介

　13：00	 ９．ガバナー卓話

	 10．謝　辞

	 11．閉会宣言

　13：30	 12．点　鐘

	 散　会

会長・幹事懇談会

ゲ ス ト

RI 第2760地区ガバナー　　服部　良男	様

RI 第2760地区幹事　　　　岩月　昭佳	様

RI 第2760地区事務長　　　加藤　博己	様

青少年交換学生　シェビラード・ランゼ・レネーさん

出 席

会員総数　93名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　79名

欠　席　19名　　出席率　75.95％

前々回（８／22）の修正出席率 100％

歓迎の辞及び会長あいさつ

服部良男ガバナー公式訪問
知立ロータリークラブ

髙木　秀夫 会長

　服部良男ガバナー様、

岩月地区幹事様、地区

事務長加藤様、ようこ

そいらっしゃいました。

刈谷・知立クラブメン

バー一同、ご来訪を歓

迎いたします。服部ガ
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バナーに於かれましては、公式訪問全32回の日程で本日

が10回目ということであります。服部ガバナーは、西三

河中分区のメンバーであり、私共と分区は違いますが、

同じ西三河のお方でありますので、皆、親近感を抱いて

おります。本日の公式訪問、宜しくお願いいたします。

　さて、折角ですので知立RCの運動方針を紹介させて

いただきます。テーマは、「奉仕活動を通じ、公共イメー

ジを高めよう」であります。一見ありきたりのように思

えますが、今自分達が行っている多くの奉仕活動が、地

域住民に伝わっているのか疑問です。決して伝わっては

いないと思います。ましてや他のRCクラブが行ってい

る奉仕活動もRCメンバーでありながら承知していない

のが現状ではないでしょうか。

　思うに、RCの事業実績を仮に知っている人がいても

それは一部の例えば、諸団体の役員に限られているので

はと思います。もったいないことだと思います。事業の

実績が広く知られないだけではなく、次につながらない

と思います。それは、メンバーの拡大であります。そ

のためには、RCが行う素晴らしい多くの奉仕活動と実

績を広く世間に知っていただくことが重要であります。

もっとうまくPRせねばならないと考えています。

　財団100周年を迎える今、転機がきていると思います。

その手法については、本年3月、服部ガバナーが行われ

た“ペッツ”で私は、再認識させていただきました。詳

細につきましては、本日の卓話の中で服部ガバナーより、

お話がいただけると思います。本日は、若いメンバーの

方も多く見えますので、再度RCを理解し、RCの良さ

を再認識していただければと思います。以上で私の挨拶

とさせていただきます。

　そうでした、ホテルのカーペットを新しくしていただ

いたとのことであります。只今から皆様には、お食事を

とっていただきますが、カーペットを“新調”したとの

ことでありますので、食べ物等床にこぼさないよう“慎

重”にお召し上がりください。

　本日の合同例会、宜しくお願いいたします。

ガ バ ナ ー 紹 介

加藤　哲也 会長

卓 話

RI 第2760地区ガバナー

服部　良男 様

　皆さん、こんにちは。只今、ご紹

介頂きました今年度2760地区のガバ

ナーを務めております服部良男でご

ざいます。先程ご紹介頂きました

通り、岡崎RCに所属しております。

刈谷RCさん、知立RCさんには、

近いということもあり大変親近感を

感じておりますし、本日は楽しみにして参りました。よ

ろしくお願いします。伝統ある刈谷RCさんは、ここに

みえます野村パストガバナーをはじめ多くの方々が地区

で活躍されています。知立RCさんは、近藤ガバナー補

佐を中心に我々のチームで頑張って頂いております。あ

りがとうございます。

　今年度のジョンF・ジャームRI 会長は、ロータリー

歴40年のアメリカ人で、ポリオプラスの委員長でもあ

り、財団に貢献された方でいらっしゃいます。インター

ナショナルの委員長もずっとやっていらっしゃいました。

ビル・ゲイツ財団とのマッチングもジョンF・ジャーム

さんが仕掛けられたと言われています。久しぶりにアメ

リカからRI の会長が出たということで、来年アトラン

タで世界大会が行われます。今年は財団100周年も祝う

という事で、アメリカは大変盛り上がっております。当

地区はRI 斎藤理事から大勢の参加を呼びかけられてお

りますので、是非よろしくお願いします。

　そのジョンF・ジャームRI 会長は、Rotary	Serving	

Humanity～人類に奉仕するロータリー～をテーマに掲

げられました。そして、「RI 財団100周年をお祝いしま

しょう。ポリオ撲滅を是非よろしくお願いします。」と

言われています。それ以外に、我々ガバナーに地区に帰っ

て各クラブでもRI 財団100周年を祝うようお話しされ

ました。

　さて、Rotary	Serving	Humanity を日本語に訳す

と「人類に奉仕するロータリー」という意味ですが、私

はこのテーマを大変すばらしいと感じました。ロータ

リーは人々に奉仕し続ける。すなわち Service	ではなく

て Serving	ということは絶え間なくする、ロータリア

ンは毎日奉仕活動をしましょう。困っている人がいた

らその人を笑顔にしましょう。ということが「Rotary	

Serving	Humanity」の中に隠されているメッセージで

はないかと思っております。

　ジョンF・ジャームRI	会長は、「ロータリアンは、

困っている人がいたら、背を向けず、自分のできること

をして下さい。それが奉仕で、その結果人が笑顔になる

こと、そして仲間のロータリアンとその奉仕の輪を広げ

ること、それがロータリーです。」と伝えたいのではな

いかと私は思っています。

　次に、RI の抱えている課題と、RI がやろうとしてい

ることについて説明します。今世界には123万人ロータ

リーの会員がいます。会員数はおおよそ横ばいですが、
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先進国の会員は20年の間に２割から３割減少しています。

アメリカ、イギリス、そしてオーストラリア、日本も減

少しています。日本は13万人いた会員が８万８千人です。

先進国ではドイツを除いて全て減少しております。次の

100年を見据えると、RI の理事は会員の減少が止まらな

いとロータリーは危機を迎えるのではないかと考えてい

ます。そこで考えられたのがブランドマーケティングで

す。RI が考えた戦略です。ブランドマーケティングとは、

我々が持っている組織の強みや価値を見直し、再認識し、

共有する。そして会員全員でそこから Service を作り上

げる、何かを作り上げる。その出来た Service をマーケ

ティングすることです。これをRI は戦略的計画と呼ん

でいます。

　そのブランドとは何か。１つ目はFellowship、親睦

です。Fellow とは同じ目的を持った仲間の事で、Ship

はその関係を維持し、仲間を続けていくという事です。

２つ目は、Integrity、高潔性・倫理性で、ロータリー

の原点であり、DNAです。３つ目は、Diversity、多

様性です。ロータリーは許容と多様性の中で、同じ

目的に向かって111年間歩み続けています。４つ目は

Leadership です。ロータリーでのリーダーはビジョン

を実現でき、リーダーであり続けることに加え、ロータ

リー活動を通じてLeadership を更に養っていくことで

す。これがブランドです。この４つのブランドはロータ

リーが持っている特徴です。この4つのブランドを使っ

て Service、奉仕という行為、活動に変えていこうと考

えています。そうしないとブランド、ロータリーの特徴

は他の人に伝わっていかない。これこそが今RI が考え

ている中核的価値、戦略的計画のコアです。

　４つの特徴を持ったロータリアンが奉仕活動という人

が困っている事を一緒に考える活動や言動を通じて、４

つのブランドをその人に置いてくる事、心に寄り添っ

て置いてくる事、このことが Service、日本語で言う奉

仕活動になっていると思います。これをRI がもう一度、

世界123万人のロータリアンに「ロータリーの価値とは

何か、ロータリーとは何をするクラブなのか、何をする

組織なのか」を伝えるべき事であると学んで参りました。

　奉仕の定義を再度認しますと、人が人に価値を与える

行動や言動です。その人を笑顔にする活動のことをいい

ます。サービスを提供する人達が笑顔でなければ、サー

ビスを受ける人達は笑顔になりません。我々が笑顔にな

るには各クラブで親睦活動をすることです。人が人に価

値を与える言動や行動をし、それを受けた人が言動や行

動に感謝して笑顔になる事がサービスです。その笑顔を

作るのがロータリークラブであり、ロータリーは親睦活

動が全てです。ロータリー活動は笑顔になること、例会

も委員会も楽しくなければダメです。我々は奉仕をしな

ければいけない。そのために笑顔の共有をしなければい

けないと思います。

　ここで話を変えて、今年私が提案しました地区の方針

について説明したいと思います。第2760地区の方針を

Be	The	Rotarian,	Find	a	Rotarian～真のロータリアン

になろう、ロータリアンを見つけよう～にしました。真

のロータリアンとは、ロータリーのブランドを認識して

磨きましょう、ということです。そして自ら人道的奉仕

活動に参加し、人が笑顔になることを行う。やっぱり人

が笑顔になると自分も嬉しい、だから活動も続いていく

のだと思います。そしてせっかく仲間たちと行っている

奉仕活動を地域の人たちに伝えていきましょう。新しい

ロータリアンに背中を見せて、新しいロータリアンの仲

間を見付けて、仲間に引っ張り込んでいきましょう。こ

れが、Be	The	Rotarian,	そして Find	a	Rotarian、とい

うことです。RI 会長からも今だけのことを考えず、10

年後、20年後、その地区にとって持続可能なことを考え

て実行して下さいと言われています。新しいロータリア

ン、若いロータリアンを勧誘し、退会を防ぐには、過去

と現在ではなく将来を見据えてビジョンやあるべき姿を

明確にし、ロータリアンでない地域の人々に分かる表現

や言葉でロータリーブランドを伝えていくことが必要な

事だと思います。

　そんな地区の戦術１つは、My	Rotary	に登録し、ロー

タリーブランドの再確認をする事です。My	Rotary	

は RI の５つのブランドを123万人で共有する道具で

す。地区の情報をロータリアン同士で共有して、皆で

拡げていくためのツールが	My	Rotary	です。各クラブ

の	My	Rotary	登録率50％、入会３年未満の会員の登

録率を100％にしたいと思っています。２つ目は、Club	

Central の登録で、Club	Central	は各クラブの奉仕活

動の計画と実績、会員増強、財団への寄付などを16項目

に分けています。こちらも他のクラブがどんな奉仕活動

を行い、成果を上げているのか共有できるツールです。

My	Rotary、Club	Central	に登録し、ロータリアンの

認知度の向上をしようという事です。最後は、公共イメー

ジの向上です。良い事をしているブランドを地域の人に

伝えていくためにFacebook、ホームページを変えてい

こうとしています。

　最後に、地区の戦略計画をもう一度説明します。３つ

の項目があります。１つ目は人道的奉仕の重点化と増

加。人々が一番笑顔になるところにお金を使っていこう

と言う事です。２つ目は	My	Rotary、Club	Central	を

使ってロータリーのブランドを全会員で共有しようと言

う事。公共イメージの向上は今までテレビ、新聞等のマ

スメディアを活用してきましたが、ソーシャルメディ

ア（Facebook	Twitter	等）でロータリーのブランドと

奉仕活動の成果をオープンにし、広報につなげていく

事。３つ目は各クラブの奉仕活動を増加させる。これが

究極の目標です。クラブの奉仕活動の尺度は、奉仕活動

に参加するボランティアの人数×奉仕時間を入力する

事になっています。奉仕した人数をどれだけ増やしてい

くのか、そして参加した人達がどれだけ時間をかけるの

か。これをするために各クラブで柔軟性を持った例会等

を行ってもらえばと思います。詳細は	Club	central	の

中で明確になっています、是非ご確認して下さい。

　私の仕事は、本日ホストして頂いた刈谷RC、知立

RCの皆さんが笑顔で楽しく価値ある人道的奉仕活動の

お手伝いをする事です。是非一緒によろしくお願い致し
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ます。本日の卓話ありがとうございました。


